
令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

①微分方程式 （1枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 

微分方程式 
2

2 2 0d y dy y
dtdt

γ+ + =  （y は t の関数．γ は定数で，γ≧0）について，以下の問いに答えよ． 

(1) 初期条件が ( ) ( )0 1, 0 0dyy
dt

= = の場合の t≧0での解を求めよ． 

(2) t の値が大きくなるにつれての解の振る舞いを図示して説明せよ． 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

②関数論 （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

 

問題 1 

 

複素数 𝑧 = 𝑥 + 𝑖𝑦   （ただし𝑥, 𝑦 は実数）について、 

複素関数 𝑓(𝑧) = 𝑒௭ が正則かどうかを判定せよ。 

 

 

問題 1 得点 

 

 
 

 

 

問題 2 

 

複素数 𝑧 についての以下の周回積分を求めよ。ただし積分路は反時計回りとする： 

(1)  ∮  
௭మ

௭ି௜஼ଵ
𝑑𝑧    ただし 𝐶1:  |𝑧 − 𝑖| = 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  ∮  
௘೥

௭ା௜஼ଶ
𝑑𝑧   ただし 𝐶2:  |𝑧 + 𝑖| = 1 

 

 

 

問題 2 得点 

 

 
 

 

  



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

②関数論 （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

 

問題 3 

(1) 複素数の変数 𝑧 = cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃 = 𝑒௜ఏ と表すと、0 ≤ 𝜃 ≤ 2𝜋 で複素平面上の単位円を1周する閉路𝐶: |𝑧| = 1 になる。

このとき cos 𝜃 を変数 𝑧 を用いて表せ。 

(2) 上記の変換を利用し、以下の実数関数における 𝜃に関する区間積分を 𝑧 の１周回積分に変換して計算せよ。 

න
1

5 − 3 cos 𝜃
𝑑𝜃

ଶగ

଴

 

 

問題 3 得点 

 

 
 

 

 



令和 8年度九州大学大学院工学府船舶海洋工学専攻
修士課程入学試験問題・解答用紙

○3 線形代数（1枚の内 1枚目）
受験番号

問題 1

ある国における、インターネットのある有料サービスの契約者数の動向を考える。契約者数の推移を毎月調べたところ、ある月において、前月の契約者の
60%が解約し、前月は契約していなかった非契約者のうち 20%が新たに契約していることがわかった。nヶ月後の契約者数、非契約者数をそれぞれ xn, ynと
する。この国の人口は一定であると仮定して以下の問いに答えよ。
(1)1ヶ月後の契約者数、非契約者数 x1, y1 を初月の契約者数、非契約者数 x0, y0 で表せ。
(2)1ヶ月後の契約者数、非契約者数 x1, y1 と初月の契約者数、非契約者数 x0, y0 の関係を次式で表す時、行列Aを求めよ。 x1

y1

 = A

 x0

y0


(3)行列Aの固有値 λi (i = 1, 2)とそれぞれの固有ベクトル pi を求めよ。
(4)B = P −1AP のように行列Aを対角化することを考える。行列 P とその逆行列 P −1 を求め、さらにB を求めよ。
(5)nヶ月後の契約者数 xn と非契約者数 yn は下記の式で表される。行列An を求めよ。 xn

yn

 = An

 x0

y0


(6)しばらく経つと契約者数は xc に収束する。契約者数 xc と、それが人口に占める割合を求めよ。

（解答欄が不足する場合は，この解答用紙の裏面に記入すること）

1



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅠ） （1枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
図 1 に示すように左端が固定され，右端がローラー支持されたはりの [𝐿𝐿/2 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 𝐿𝐿]  の範囲に単位長さ当たり𝑞𝑞の𝑧𝑧方向等分

布荷重が作用している．以下の問いに答えよ． 

（注）導出過程を示さずに答えのみを記載している場合は，正解でも点数を与えない． 

 
 図 1 左端固定，右端単純支持のはり 図 2 はりの断面形状 図 3 せん断力，曲げモーメントの向き 

 

(1) 断面二次モーメントの定義に従って，図 2 に示すはりの断面形状の断面二次モーメントを計算せよ． 

(2) はりの左端に作用する反力を𝑅𝑅𝐴𝐴 , モーメントを𝑀𝑀𝐴𝐴，はりの右端に作用する反力を𝑅𝑅𝐵𝐵とする場合，𝑀𝑀𝐴𝐴,𝑅𝑅𝐵𝐵を𝑞𝑞, 𝐿𝐿,𝑅𝑅𝐴𝐴のうち，必

要なものを用いて表せ． 

(3) SFD（せん断力線図），BMD（曲げモーメント線図）を作図せよ．なお，軸に記載する値には𝑞𝑞, 𝐿𝐿,𝑅𝑅𝐴𝐴のうち，必要なものを用

いてよい．また，せん断力𝐹𝐹と曲げモーメント𝑀𝑀の符号は図 3 に示した通りとする． 

(4) はりの左端に作用する反力𝑅𝑅𝐴𝐴を𝑞𝑞, 𝐿𝐿のうち，必要なものを用いて表せ． 

 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅡ） （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
図 1 に示すように左端が固定され，右端がローラー支持されたはりの [𝐿𝐿/2 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 𝐿𝐿]  の範囲に単位長さ当たり𝑞𝑞の𝑧𝑧方向等分

布荷重が作用している．以下の問いに答えよ． 

（注）導出過程を示さずに答えのみを記載している場合は，正解でも点数を与えない． 

 
 図 1 左端固定，右端単純支持のはり 図 2 はりの断面形状 図 3 せん断力，曲げモーメントの向き 

 

(1) 断面二次モーメントの定義に従って，図 2 に示すはりの断面形状の断面二次モーメントを計算せよ． 

(2) はりの左端に作用する反力を𝑅𝑅𝐴𝐴 , モーメントを𝑀𝑀𝐴𝐴，はりの右端に作用する反力を𝑅𝑅𝐵𝐵とする場合，𝑀𝑀𝐴𝐴,𝑅𝑅𝐵𝐵を𝑞𝑞, 𝐿𝐿,𝑅𝑅𝐴𝐴のうち，必

要なものを用いて表せ． 

(3) SFD（せん断力線図），BMD（曲げモーメント線図）を作図せよ．なお，軸に記載する値には𝑞𝑞, 𝐿𝐿,𝑅𝑅𝐴𝐴のうち，必要なものを用

いてよい．また，せん断力𝐹𝐹と曲げモーメント𝑀𝑀の符号は図 3 に示した通りとする． 

(4) はりの左端に作用する反力𝑅𝑅𝐴𝐴を𝑞𝑞, 𝐿𝐿のうち，必要なものを用いて表せ． 

 

 
問題 1 得点 

 

 
 

  



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

④材料力学（タイプⅡ） （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 
 

問題 2 
図 4 に示すように𝑎𝑎 > 𝑏𝑏である L 字形のはりの左端が固定され，先端に荷重𝑃𝑃が作用しており，直角部に𝑥𝑥軸回りにねじりモーメ

ント𝑇𝑇が作用している．次の問いに答えよ． 

（注）導出過程を示さずに答えのみを記載している場合は，正解でも点数を与えない． 

 

 図 4 L 字型のはり 図 5 はりの断面形状 

 

(1) 荷重𝑃𝑃のみが作用することにより，はりには引張軸力と曲げモーメントが同時に生じる．この時，はりに生じる𝑥𝑥方向垂直応力

の最大値𝜎𝜎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑥𝑥を𝑃𝑃,𝑎𝑎, 𝑏𝑏,𝑑𝑑のうち，必要なものを用いて表せ． 

(2) 断面二次極モーメントの定義に従って，図 5 に示すはりの断面形状の断面二次極モーメントを計算せよ． 

(3) ねじりモーメント𝑇𝑇のみが作用することによってはりに生じるせん断応力の最大値𝜏𝜏𝑚𝑚𝑚𝑚𝑥𝑥を𝑇𝑇,𝑎𝑎, 𝑏𝑏,𝑑𝑑のうち，必要なものを用い

て表せ． 

(4) 荷重𝑃𝑃とねじりモーメント𝑇𝑇が同時に作用することによってはりに生じる最大主応力とその発生位置を𝜎𝜎𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 , 𝜏𝜏𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 ,𝑎𝑎, 𝑏𝑏,𝑑𝑑のう

ち，必要なものを用いて表せ．  

 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅠ） （2枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
2次元ポテンシャル流れについて以下の問いに答えよ。ここでAは任意の実定数であり，複素数𝑧 = 𝑥 + i𝑦 = 𝑟𝑒!"とする。 

(1) 複素速度ポテンシャルが𝑊#(𝑧) = 𝐴𝑧で与えられる流れについて，速度ポテンシャル𝜙#および流れ関数𝜓#を求めよ。また，
流線と等ポテンシャル線をそれぞれ実線と破線で図 1に記入せよ。 

(2) 複素速度ポテンシャルが𝑊$(𝑧) = 𝐴𝑧$で与えられる流れについて，速度ポテンシャル𝜙$および流れ関数𝜓$を求めよ。ま
た，流線と等ポテンシャル線をそれぞれ実線と破線で図 2に記入せよ。 

(3) 図 3 において 𝑥 軸は剛壁面であり，一様流が右から左に流れている。反時計回りの強さ 𝛤 の渦糸が原点 𝑜 より 𝑎 だ

け上方にあるとき，流れの複素速度ポテンシャル𝑊%(𝑧)を求め，渦糸が元の位置 (0, 𝑎) に静止するための 𝛤 を与えられ

た記号で示せ。 

 

 
問題 1 得点 
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令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅠ） （2枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
図 4 に示す水平な直管内の非圧縮定常流について，管中心の流速を測定する。直径 0.2m の円管内の流体は非粘性で，密

度は 1.2 (kg/m3) である。ピトー管の開口部が直管の流れの上流方向に向けて設置されており，反対側の開口部は直管壁に

垂直方向に接続されているとき，水銀が満たされた U 字管の高さの差は 0.0018 (m) であった。水銀の密度が 13,600 (kg/m3) 

のとき，管中心の流速を概算せよ。なお，重力加速度は 9.8 (m/s2) とする。 

 

 
問題 2 得点 
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令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅡ） （3枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
2次元ポテンシャル流れについて以下の問いに答えよ。ここでAは任意の実定数であり，複素数𝑧 = 𝑥 + i𝑦 = 𝑟𝑒!"とする。 

(1) 複素速度ポテンシャルが𝑊#(𝑧) = 𝐴𝑧で与えられる流れについて，速度ポテンシャル𝜙#および流れ関数𝜓#を求めよ。また，
流線と等ポテンシャル線をそれぞれ実線と破線で図 1に記入せよ。 

(2) 複素速度ポテンシャルが𝑊$(𝑧) = 𝐴𝑧$で与えられる流れについて，速度ポテンシャル𝜙$および流れ関数𝜓$を求めよ。ま
た，流線と等ポテンシャル線をそれぞれ実線と破線で図 2に記入せよ。 

(3) 図 3 において 𝑥 軸は剛壁面であり，一様流が右から左に流れている。反時計回りの強さ 𝛤 の渦糸が原点 𝑜 より 𝑎 だ

け上方にあるとき，流れの複素速度ポテンシャル𝑊%(𝑧)を求め，渦糸が元の位置 (0, 𝑎) に静止するための 𝛤 を与えられ

た記号で示せ。 

 

 
問題 1 得点 
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令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅡ） （3枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
図 4 に示す水平な直管内の非圧縮定常流について，管中心の流速を測定する。直径 0.2m の円管内の流体は非粘性で，密

度は 1.2 (kg/m3) である。ピトー管の開口部が直管の流れの上流方向に向けて設置されており，反対側の開口部は直管壁に

垂直方向に接続されているとき，水銀が満たされた U 字管の高さの差は 0.0018 (m) であった。水銀の密度が 13,600 (kg/m3) 

のとき，管中心の流速を概算せよ。なお，重力加速度は 9.8 (m/s2) とする。 

 

 
問題 2 得点 
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令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑤流体力学（タイプⅡ） （3枚の内3枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 3 
図 5に示す平行二平板間の粘性流体の 2次元非圧縮定常流れを考える。下方の平板は静止しており，ℎだけ離れた上方の平

板は一定速度𝑈で𝑥軸の正の方向に動いている。 

(1) 流れが層流で流体中の圧力が一定である時，平板間の流速分布を表す式を導け。 

(2) 流れの様子を図中に示せ。 

 

 
問題 3 得点 
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令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑨船体強度 （3枚の内1枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
図 1 に示すような周辺単純支持された長さ a，幅 b ，板厚 tの矩形平板に，単

位面積あたり qの等分布荷重が働いている。また，材料のヤング率を E ，ポア

ソン比をν とする。このとき，平板に生じるたわみ（ z方向変位）を次式で仮定

できるとする。 

sin sinx yw A
a b

π π=   

ここで， Aはたわみ係数を表す。以下の問いに答えよ。 

(1) 平板に生じる xおよび y方向の曲げひずみ xε および yε は， 

2

2x
wz
x

ε ∂= −
∂

および
2

2y
wz
y

ε ∂= −
∂

 

となる。平板の中央（ / 2x a= ， / 2y b= ）の上面（ zの大きい側の表面）に生じる，曲げひずみ xε および yε を， a， b ， t ， A

のうち必要なものを使って表せ。なお，引張を正とする。 

(2) x ， yおよび z方向の応力を xσ ， yσ および zσ としたとき，ひずみ xε および yε は， 

yx z
x E E E

σσ σε ν
 

= − + 
 

および
y x z

y E E E
σ σ σε ν  = − + 

 
 

となる。 aや bに対して t が十分に小さく，平板内では平面応力状態が仮定できるとしたとき，(1)と同じ位置に生じる曲げ応

力 xσ および yσ を， a，b ， t ， A， E ，ν を使って表せ。  

(3) Mises の相当応力 eqσ はせん断応力を xyτ としたとき次式で与えられる。 

2 2 23eq x x y y xyσ σ σ σ σ τ= − + +  

3a = ， 2b =  とするとき，(1)と同じ位置に生じる相当応力 eqσ を， ， t ， A， E ，ν を使って表せ。 

(4) 単位長さあたりの板の曲げ剛性をD としたとき，たわみwと等分布荷重 qは次式で与えられる支配方程式を満足する。 
4 4 4

4 2 2 42w w wD q
x x y y

 ∂ ∂ ∂+ + =  ∂ ∂ ∂ ∂ 
 

ガラーキン法を適用して，板のたわみ係数 Aを求めよ。なお， a，b ， q ，Dを使って表せ。 

 
問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページにも解答できます） 

 
 

図 1 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑨船体強度 （3枚の内2枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 
（問題 1 解答欄続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑨船体強度 （3枚の内3枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
図2に示すような周辺単純支持された長さ3，幅 2 ，板厚 tの矩形平板に，

単位面積あたり qの等分布荷重が働いている。平板が崩壊する場合には，

図中のグレー線で示すような塑性関節線が生成されると仮定する。塑性関節

線上の単位長さあたり全塑性モーメントを Pm ，崩壊時に生じる最大たわみ

（仮想変位）をwとするとき，以下の問いに答えよ。 

(1) 材料の降伏応力を Yσ とするとき，単位長さあたりの全塑性モーメント Pm

を Yσ ， t を使って表せ。 

(2) 平板内の全ての塑性関節線上で全塑性モーメント Pm がする内部仮想

仕事の総和 iW を， ，w， Pm を使って表せ。 

(3) 等分布荷重 qがする外部仮想仕事 eW を， ， q ，wを使って表せ。 

(4) 塑性崩壊分布荷重 Pq を求めよ。 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 2 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 

修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑩船体振動 （2枚の内1枚目） 

受験番号 

 

 

 

   

 

問題 1 

右図に示すとおり，質量𝑚の台車がばね係数𝑘のばね，および，粘性減

衰係数𝑐のダッシュポットにより剛壁に接続されており，力𝑓(𝑡)が水平方向

に作用している。台車の水平変位を𝑥，時間を𝑡とする。この 1 自由度振動

系に関して，以下の問いに答えよ。 

解答はいずれも解答欄に記入すること。なお，円周率はπとせよ。 

 

(1) この振動系の運動方程式を示せ。 

(2) この振動系に対する非減衰時（𝑐 = 0）の固有角周波数𝜔𝑛，固有周波数𝑓𝑛および固有周期𝑇𝑛をそれぞれ求めよ。 

(3) 𝑓(𝑡) = Re[𝑓0 exp(𝑖𝜔𝑡)]の調和加振（𝑓0：加振振幅，ω：加振角周波数）に対する定常応答を𝑥(𝑡) = Re[𝑋 exp(𝑖𝜔𝑡)]により表

す時，複素応答振幅𝑋を求めよ。ここで，Re[ ]は，[ ]内の複素数の実部をとることを表し，iは虚数単位である。 

(4) 横軸をω，縦軸を|𝑋|として，この振動系の周波数応答に関するグラフの概形を描け。ただし，ω = 0およびω = 𝜔𝑛それぞれ

に対する|𝑋|の値を具体的に示すこと。 

 

問題 1 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)   

(2) 𝜔𝑛 =                      ， 𝑓𝑛 =                        ， 𝑇𝑛 =                 

(3) 𝑋 =   

(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

|𝑋| 

𝜔 0 𝜔𝑛 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 

修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑩船体振動 （2枚の内2枚目） 

受験番号 

 

 

 

   

 

問題 2 

質量2𝑚の台車 1 と質量𝑚の台車 2 がばね係数𝑘のばね，お

よび，粘性減衰係数𝑐のダッシュポットにより，右図のように剛壁

に接続されている。剛壁の水平変位を𝑥𝑔，台車 1 の水平変位を

𝑥1，台車 2の水平変位を𝑥2とする。このとき，以下の問いに答えよ。解答はいずれも解答欄に記入すること。 

 

(1) 台車 1に対する運動方程式を求めよ（ヒント：台車 1を自由体として切り出し，Newtonの第 2法則を適用する）。 

(2) 台車 2に対する運動方程式を求めよ（ヒント：台車 2を自由体として切り出し，Newtonの第 2法則を適用する）。 

(3) 𝑥𝑔 = 0とする。このとき，この 2自由度振動系に関する非減衰時（𝑐 = 0）の 1次固有角周波数𝜔𝑛1および 2次固有角周波数

𝜔𝑛2をそれぞれ求めよ。 

(4) 𝑥𝑔(𝑡) = Re[𝑋𝑔 exp(𝑖𝜔𝑡)]なる調和加振（𝑋𝑔：加振振幅，ω：加振角周波数, 𝑡：時間, 𝑖：虚数単位）に対する定常応答を考える。

定常状態において台車 1が静止して𝑥1(𝑡) = 0となる時の加振角周波数ωを求めよ。 

 

問題 2 得点 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[解答欄] 

(1)    

(2)    

(3) 𝜔𝑛1 =                                     ，𝜔𝑛2 =   

(4) 𝜔 =   

 

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑪船舶計算法・運動 （2 枚の内 1 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 1 
3 隻の同一船型の箱船（船長 𝐿𝐿，船幅 𝐵𝐵，喫水 𝑑𝑑）が互いに平行に連結された三胴船を考える。中央の箱船の船首端は両サイ

ドの箱船（前後位置は同一）の船首端より 0.6𝐿𝐿 前方に位置し，隣り合う箱船同士の船体中心線間の距離は 𝑊𝑊（> 𝐵𝐵） であると

する。また，箱船を連結している部材の重量は無視できるものとする。このとき，以下の問いに答えよ。 

 
問題 1 得点 

 

 
 

(1) 三胴船の横揺れが安定であるために必要な重心高さ 𝐾𝐾𝐾𝐾���� の条件を示せ。 

(2) 三胴船の船尾端部から浮心までの距離 ℓ𝐵𝐵 および縦メタセンター半径 𝐵𝐵𝑀𝑀𝐿𝐿������ を求めよ。 

 

  



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑪船舶計算法・運動 （2 枚の内 2 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
右図に示す座標系において，𝑥𝑥𝑥𝑥 平面内の微小振幅波を表す速度ポテンシャル 𝜙𝜙(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑡𝑡) は次式で与えられる。 

𝜙𝜙(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑡𝑡) = −𝑎𝑎
𝑔𝑔
𝜔𝜔𝑤𝑤

cosh𝑘𝑘(ℎ + 𝑦𝑦)
cosh𝑘𝑘ℎ cos(𝑘𝑘𝑘𝑘 − 𝜔𝜔𝑤𝑤𝑡𝑡) (1) 

 
問題 2 得点 

 

 
 

ここで，𝑎𝑎 は波の振幅，𝜔𝜔𝑤𝑤 は波の円周波数，𝑘𝑘 は波数，ℎ は水深，𝑡𝑡 は時間を表す。

また微小振幅波の波形が 𝑦𝑦 = 𝜂𝜂(𝑥𝑥, 𝑡𝑡) で与えられるとき，運動学的自由表面条件と力

学的自由表面条件はそれぞれ次式で表される。 

𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥, 𝑦𝑦, 𝑡𝑡)
𝜕𝜕𝜕𝜕 �

𝑦𝑦=0
=
𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥, 𝑡𝑡)
𝜕𝜕𝜕𝜕 ,  

𝜕𝜕𝜕𝜕(𝑥𝑥,𝑦𝑦, 𝑡𝑡)
𝜕𝜕𝜕𝜕 �

𝑦𝑦=0
+ 𝑔𝑔𝑔𝑔(𝑥𝑥, 𝑡𝑡) = 0 (2) 

ここで，𝑔𝑔 は重力加速度である。このとき，以下の問いに答えよ。 

(1) 与えられた数式を使って分散関係式を導出せよ。 

(2) 波長 𝐿𝐿𝑤𝑤 に比べて水深 ℎ が十分深い場合における 𝑥𝑥, 𝑦𝑦 軸方向の流速 𝑢𝑢, 𝑣𝑣 

を導出せよ。  

 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑫抵抗・推進 （2 枚の内 1 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

表 1 記号一覧 

 模型船 実船 

流体密度 

[kgf･sec2/m4] 
Mρ  Sρ  

船の浸水表面積 [m2] MS  SS  

船の速度 [m/sec] MV  SV  

船長 [m] ML  SL  

相当矩形平板の摩擦

抵抗係数 
MfC 0  SfC 0  

船体の形状影響係数 K  

 

問題 1 
船体抵抗試験から得られた模型船の全抵抗を用いた実船抵抗の推定に関し、以下の設問に答えよ。ただし、相関係数

fCΔ は考慮しないものとする。 

 

 
問題 1 得点 

 

 
 

[解答欄] 

 

 

  

(1) 2 次元外挿法(フルードの方法)による実船の全抵抗 )( D
tSR 2 [kgf] 

の表示式を示せ。ただし、模型船の全抵抗を tMR  [kgf] とし、他

に必要な記号は表 1 より選んで使用せよ。 
(2) 3 次元外挿法(ヒューズの方法)による実船の全抵抗 )( D

tSR 3 [kgf] 
の表示式を示せ。ただし、模型船の全抵抗を tMR  [kgf] とし、他

に必要な記号は表 1 より選んで使用せよ。 
(3) 2 次元外挿法と 3 次元外挿法とで、どちらが実船の抵抗を大きく

推定するか、数式を用いて説明せよ。 



令和 8 年度 九州大学大学院工学府 船舶海洋工学専攻 
修士課程入学試験問題・解答用紙 

⑫抵抗・推進 （2 枚の内 2 枚目） 

受験番号 
 
 
 

   

 

問題 2 
プロペラ理論の一つである運動量理論によると、プロペラの理想効率 P iη およびプロペラの荷重係数 TC は、軸方

向干渉係数aを用いて以下の式で表される。 

21
02

1 4 1
1

, ( )P i T
A

T
C a a

a A V
η = = = +

+ ρ
 

ここで、 0, ,T Aρ および AV はそれぞれ、プロペラの推力 , 流体密度 , プロペラを作動円板とみなしたときのプロペラ面

の面積およびプロペラの前進速度である。このとき、以下の設問に答えよ。 

(1) プロペラの荷重係数 TC をプロペラの推力係数 TK およびプロペラの前進係数J を含む数式で表せ。式変形の過程

を丁寧に示すこと。 
(2) プロペラの荷重係数 TC が高くなるとプロペラの理想効率 P iη は向上するか低下するか、数式を用いて説明せよ。

式変形の過程を丁寧に示すこと。 

 
問題 2 得点 

 

 
 

 

[解答欄] 

 

 

 


